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●必ず電源を切ってから行ってください。

●器具を丸ごと水洗いしないでください。感電／焼損／サビの原因に
　なります。

お手入れ方法

●安全に使用していただくために、約６ヶ月ごとの清掃・点検を行い
　接続部のゆるみ及び器具や電球に損傷がないかを確認してください。
●器具が汚れている場合は、柔らかい布か、または中性洗剤を含ませ
　た柔らかい布をよく絞ってから軽く拭き取るようにしてください。
　又、シンナーやベンジン等の揮発性の高い物で拭いたり、殺虫剤を
　かけたりしないでください。

点灯中や消灯直後は器具や電球が高温に
なっています。消灯後、器具が十分に冷
めてから行ってください。

1. 必ず電源を切ってから行ってください。
2. 組み立て方（❷）を参考に指定の電球
　 と交換して下さい。
  （指定電球は器具に貼付してあります）
3. 電球はソケットに確実に取り付けてく
　 ださい。

電球の交換方法

愛情点検

器具の寿命について

●周囲温度が高い場合は、寿命が短くなります。
●３年に１回は、電気工事店等による点検をお受けください。
●点検せずに長時間使い続けると、まれに発煙、発火、感電などに至る恐れがあります。
●不具合がございましたら、そのまま使用せず、工事店、電気店等にご相談ください。

設置してから８～１０年経ちますと、外観に異常がなくても内部の劣化が進んでいます。新しい器具への交換をおすすめします。
※使用条件は周囲温度３０℃、１日１０時間点灯、年間３０００時間点灯。（JIS C8105-1 解説による）

器具には寿命があります。器具交換の目安は、使用環境によっても異なりますが約８～１０年です。

修理を依頼されるときは

●保証期間が過ぎているときは
　お買い上げの販売店にご相談ください。修理によ
　って機能が維持できる場合は、ご希望により有償
　修理させて頂きます。

●保証期間中は
　保証書をご用意の上、お買い上げの販売店までお
　問い合わせください。保証書の規定に従って修理
　させて頂きます。
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左右2ヶ所のレバーを少し緩め本体の角度を調整します。
角度が決まったら2ヶ所のレバーを締めて固定してください。

フラップの開閉で光の広がりや光量調整が可能です。

点灯状態でのフラップは
大変熱くなっております。
必ず消灯し、十分にフラ
ップの熱が冷めた状態で
操作してください。

注意

開く

閉じる

フラップの開閉

本体（BODY）、レバーの角度調整

本体ベースの水平調整ネジをスライドさせて全体の水平を調整し、
水平調整ネジを右に回してしっかりと固定してください。

水平の調整

左右2ヶ所のレバー位置がずれてしまった場合揃えることが可能です。
レバーを手前に引っ張りながら回すと、レバーの角度のみが調整で
きます。

レバー

レバーを手前に引っ張る手順1

引っ張ったまま
角度を調整します

手順2

フラップ
手順1

手順2
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チェーンをお好みの長さに合わせて調節します。
下図を参考に不要なチェーンを取り除き、再び
繋ぎ合わせてください。

本製品は必ずチェーンで本製品を
支えるようコードの長さを調節し
てください。電源コードで製品を
支えると、重量に耐え切れず断線
する恐れがあります。

良い例 悪い例

電源コードに
余裕がある

電源コードに
余裕が無い

チェーン：短い
電源コード：長い

チェーン：長い
電源コード：短い

重要!!必ずお守りください

電源コード

工具（ペンチ等）を使用して、任
意のチェーンを押し広げます。残
したいチェーンは再び繋ぎ合わせ
てください。繋ぎ合わせる際は、
チェーンに隙間ができないよう工
具を使用して確実に元に戻してく
ださい。

一番上のチェーンは
ネジ付きです。ネジ
を緩めて隙間をつく
り、不要なチェーン
を外してください。

１

高さ調節、角度調整について ※ 作業の際は製品を必ず一旦天井から取り外し、作業台などの安定した場所で高さ調節を行ってください。

この分だけ
長さが短くなる

不要な
チェーン

左右対象になるよう
調節してください

チェーン

※作業後はネジを必ず元の状態に戻してください

レバー

本体(BODY)

左回り　ゆるむ

右回り　閉まる

左回り　ゆるむ

右回り　閉まる

それぞれの
水平調整ネジを
左に回して緩める

それぞれの
水平調整ネジを
左に回して緩める

水平バランスの
良い場所で
右に回して
しっかりと固定

水平バランスの
良い場所で
右に回して
しっかりと固定緩める締める水平調整ネジ

本体ベース

水平調整ネジ

チェーンフック

引掛プラグ

電源コード

天井カバー

ネジ付きチェーンに
電源コードを

通すこともできます

本体固定ネジ

電球(別売モデルあり)を
右に回してソケットに
取り付ける

LED電球はメーカーによっては対応できない場合もございます。

推奨電球以外の電球に交換する際は、下記の条件を確認してください。

口金のサイズ
口金のサイズが推奨電球と同じものをお選びください。

ワット数
ワット数が推奨電球と同等かそれ以下のものをお選びください。

電球の形状
製品に収まるサイズ/形状のものをお選びください。

口金

(口金のサイズ)
E26

(ワット数)
60Wまで

(電球の形状)
ハウス電球推奨電球

天井への取り付け方

本体固定ネジを
左に回して取り外す

本体固定ボルト

本体固定ネジ

引掛プラグの本体固定ボルトから
本体固定ネジを左に回して取り外して
ください。
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チェーン
のネジ部分

天井カバーのフック

チェーンのネジ部分を緩めて
隙間をつくり、フックに取り付ける

1 チェーンを天井カバー
のフックに取り付けて
ください。

※取り付けた後はネジを必ず元の状態に戻してください

電源コードに重量の負担がかからないよう、必ず本体の支柱やチェーンを持って作業してください。

５ 天井カバーを押し上げ、本体固定
ネジを本体固定ボルトに締め付けて
固定します。

下図を参考に引掛プラグを天井の配線器具へ接続します。

引掛プラグの端
子ツメを天井配
線器具の端子穴
に接続し、右に
回して取り付け
ます。

カチッと
音がする

右方向に「カチッ」と音がするまで回転させてください。

端子穴

４

ボタンを
押さえる

引掛プラグのロ
ック解除ボタン
を親指で強く押
さえたまま、左
に回して取り外
します。

ロック解除ボタンを押さえたまま、左方向に回転させてください。

天井に
取り付ける場合

天井から
取り外す場合

引掛プラグ ロック解除
ボタン

本体固定ネジで
締め付け固定する

本体固定ネジ

本体固定ボルト

天井カバー端子ツメ

3 図を参考に、ソケットに電球を
しっかりと取り付けます。

本体固定ボルト

ソケット

電球チェーン

姿図と各部の名称 / 組み立て方

本体（BODY）

※上図の天井には取り付けできません!!

舟底天井

傾斜天井●取り付け作業を行う場合はどのような場合でも絶対に無理はせず、必ず安全
　を確保した上で作業を行ってください。不安のある場合は、取り付け作業を
　中止し販売店もしくは専門の電気店等にご相談ください。

『注意事項』
●器具落下の原因になりますので、傾斜のある天井や傾斜を合わせた舟底天井
　には絶対に取り付けないでください。必ず平らな天井に取り付けてください。

下のいずれの器具もついていない場合は、電気工事店に依頼して取り付けてください。

天井の配線器具を確認してください 本製品を天井へ取り付ける前に下記の注意事項を必ずお読み頂き、安全を確保
した上で作業を行ってください。

・丸型フル引掛シーリング・丸型引掛シーリング・角型引掛シーリング ・引掛埋込ローゼット ・フル引掛ローゼット


